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仕様書 

 

１ 事 業 名 松戸市環境未来会議開催業務委託 

 

２ 事業期間 令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで 

 

３ 事業場所 松戸市役所環境政策課 

 

４ 目的 

 本市は 2050年に市域からの二酸化炭素排出量を実質ゼロにすることを表明してい

るが、その達成のためには、市民一人ひとりが主体的にこの問題点について考え、

行動に移すことが必要不可欠となる。そのきっかけとして、背景や年齢も異なる市

民が意見を発信し脱炭素に係る課題を話し合う場を作るため、松戸市環境未来会議

を開催するものです。 

 

５ 業務内容 

（１）事業計画の作成 

  市と本事業の基本方針や概要を作成し、市とすり合わせを行うこと。 

（２）市民会議の開催 

   市民会議の開催内容について、以下の(ア)～(ク)までを基礎として組み込ん

だうえで提案すること。 

(ア) 開催について 

・会議は５月から１０月の間の日曜日に各月１回、全６回の開催を予定し

ている。 

・５月の第１回は実質的に意見交換を実施せず、趣旨説明と顔合わせを終

えたら、カードゲーム「SDGsカードゲーム」を実施する。 

・各回４時間程度で原則対面での実施を予定している。 

・会議はワークショップ形式で開催し、各回開催時に専門家による情報提

供を予定している。 

 (イ) 事前打ち合わせ 

ファシリテーター（総括）、専門家(大学講師等)、及び市と請負者とによ

る市民会議の内容や用意する資料について各回事前に打ち合わせを行う。

事前打ち合わせは、各会議前に１回の計６回に加えて、第１回の開催前に

各グループファシリテーターも含めた全体打合せ１回の計７回実施するこ

と。 

会議資料は事前打ち合わせやその後のメールのやり取りを通じて作成する。 

なお、事前打ち合わせの基礎資料として第１回の開催前に全５回の開催内

容をまとめたタイムスケジュールを作成し、市に了解を取っておくこと。 
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（ウ）会議資料の調整について 

会議の進行スライド及び前回の振り返り資料は毎回作成すること。また、

会議後グループワークで作成した模造紙は電子化してまとめること。 

(エ) 会議当日の運営 

運営のためのスタッフの派遣、会議の開催及び関係者との調整を行う。 

(オ) グループワークの開催について 

      参加者は市内在住の５０名を想定しており、請負者は参加者を適切な人

数でグループ分けし各テーブルにグループファシリテーターを配置して討

議するとともに全体で１人総合ファシリテーターを置き、会議の進捗を行

う。参加者の意見交換はグループワーク方式で行うが回毎に話し合うテー

マやアクションを変えることで、自然と検討が深まっていく内容とする。 

【会議の流れ】 

 

 

 

【各回のテーマなど】 

 第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 

時期 ５/１２ ６/９ ７/１４ ８/１８ ９/８ １０/２０ 

テーマ 

講義等 

趣旨説明 

カードゲーム 

     

 

（カ）市民意見の集約 

市民の意見を取り入れたうえで、市民の環境行動を提案する市民行動指針

を作成する。 

 (キ) 会議結果の作成・整理について 

グループワークの結果は会議開催毎に模造紙を電子化するかたちでまとめ

る。 

 (ク) 会議の開催に関しての独自提案 

  会議の開催に関する独自の工夫があれば提案すること。 

 

（３）その他提案について評価すること 

  市民会議に関する提案全体を通じて、以下の内容も併せて評価します。 

（ア）意見交換の方針について 

  行政にやって欲しいことではなく、市民が自ら取り組んでいくことについて

意見交換していくためのものになっているか。 

（イ）議論の深ぼりについて 

  最終的に、取組を並べるだけではなく、どうすればそれが出来るかまで議論

が進むものになっているか。 

テーマについて講師

による講義 
適切な人数でグループ

に分かれて意見交換 

各グループの発表 

全体での意見交換 

アドバイザー講評 
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（ウ）その他の提案について 

  本仕様外に独自の提案があれば評価する。 

 

（４）参加者及び専門家への費用の支払いについて 

  請負者は会議に参加した市民及び専門家、ファシリテーター等に費用の支払い

を行うとともに、第 1回の SDGsカードゲームの開催費用を支払うこと。 

  参加者には 1回毎に２,０００円相当のクオカード等を支給する。 

  なお、ファシリテーター及び SDGsカードゲームの実施者については市で指定し

た者を持って任ずること。専門家については市と相談して選定する。 

  参考まで、各員のファシリテーター等への謝礼の想定額は以下の通り。 

総括ファシリテーター ８,５００円 

グループファシリテーター ８,５００円 

SDGsカードゲーム １００,０００円以内 

 

（５）成果物の作成について 

  会議で出た市民の提案内容は整理して冊子版とチラシとするとともに、次年度

以降参考にできるよう準備段階の検討も含めた報告書を作成する。 

・報告書 １０冊(くるみ製本 A４、カラー、２００ページ程度) 

・報告書電子データ１式(CD-R等) 

 

（６）小・中学生向け脱炭素コンクール等について 

市内の小中学校の児童及び生徒に対して市で実施するコンクール等の賞品及び

最優秀賞のポスターを印刷し納入する。 

・ゼロカーボンに向けてのポスターコンクール（小学生向け） 

賞品：最優秀賞(１名)  表彰状、クオカード等     １０,０００円 

優秀賞(４名)   表彰状、クオカード等       ５,０００円 

佳作(１０名)   表彰状、クオカード等       ３,０００円 

ポスター(最優秀賞)：光沢紙 四つ切（５４㎝×３８㎝）１００部 

・ゼロカーボンに向けてのアイディアコンクール（中学生向け） 

賞品：最優秀賞(１名)  表彰状、クオカード等    １５,０００円 

優秀賞(４名)   表彰状、クオカード等      ８,０００円 

佳作(１０名)   表彰状、クオカード等      ５,０００円 

 

（８）その他 

「会議における市の温暖化対策に関する情報提供」、「参加者の抽出」、「会

場の提供」、「講義や総評の映像撮影及び編集」については市で実施する。 

その他この仕様に定めのない事項については、市と受託者が協議の上で決定す

るものとする。 


